                                                           　H30-7-4
中部本部　化学部会　Ｈ３０年度 第２回講演会開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人 日本技術士会中部本部 化学部会
　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．日時　８月２５日（土）１３：３０－１７：００
２．場所　名駅花車ビル６Ｆ、（公社）日本技術士会中部本部　会議室
３．案件

（１）連絡　　　　　　 中部化学部会長　平田賢太郎　技術士（化学）  13:30-14:00
化学部会、化学物質管理研究会、化学物質管理士協会の状況につき紹介する。
　 (２）講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
        講演１ EVシフトから1年、水素社会実現に向けた最新動向について 14:00-15:30
東レ(株)　化成品研究所　主任研究員 竹崎　宏氏　技術士（化学）　
　　　　昨年7月　英、仏を発端とするEVシフトを受け電気自動車開発の勢いを増す中、
燃料電池自動車を始めとする水素社会実現に向けた動きへの影響が危惧される。昨夏以降、水素社会の実現に向けた取り組みがどのように変化したか、実現に向けた課題は何かについて改めて見直し、化学部門の会員と共に今後の新エネルギー問題について考える場を提供したい。                                         
講演２ ゼロから学ぶプロセス工業の省エネルギー技術・適用      15:30-17:00　　　　　　
Process Integration Limited,Senior Consultant 平田賢太郎氏 技術士（化学）
９０年代より、石油精製・化学工業はじめプロセス工業の省エネルギー促進を目的
としてピンチ解析が適用されてきた。現在、我が国のプロセス工業では企業間の統合はじめプラントの統合が行われ、所謂トポロジーも安定化してきている。このような中で、プラントにおけるエネルギー授受の可視化を行うことは、更なるエネルギー使用改善へ向けて必要不可欠なことである。本講演は、プロセス工業の省エネルギー促進のためのエネルギー授受可視化・改善案の創案手法そして、代表的適用例につき紹介し、プロセス工業の更なる省エネルギー促進に寄与することである。　　 
４．懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　17:30-19:30

          会場：ゆあん　中村区名駅4-16-33 パシフィックスクエア7F　052 571 2180
          国際センター駅１分（花車ビル北館前を名駅方面へ渡り斜めの道路を進み左側）

　　　　　費用：￥3,000/人　　２０名予約済　　

５．講演会参加費用

　　　　　日本技術士会会員　　　　　　　\1,000
　　　　　　　〃　　　未会員・会員外　　\2,000

６．申込み
　　８月２０日までに、平田宛e-mail送信要　宛先：kentaro.hirata@processint.com
　　　　　連絡事項：　①所属／氏名　　

　　　　　　　　　　　②専門分野
　　　　　　　　　　　③会員／未会員・会員外
④例会参加／懇親会参加

　　　　　　　　　　　⑤連絡先     　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

